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言胴譲党宮⑤宕
恣⑰に會

一
「ことばが出てこない」 「話を聞いてもわから

ない」などコミュニケ ー ジョンに問題のある万に
専門的にかかわり、自分らしい生活を送れるよう
支援する専門職です。まだ、 「食べるときにあせ
る」 「うまく飲み込めない」など摂食・縣下の問
語にも専門的に対応します。

「言語療法は、ことばを言’’‘

わせる訓練だ」というイメー 鳳-
ジがあると思いますが、そう 「

⇒
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ではありません。病気や事故、 ー ・

I I 
発達上の問題なとによる脳機

能の障害によって、社会生活を送る上で、人には
見えにくい困難さをかかえる、さまざまな患者さ
んに対して行なうリハビリテ ー ジョンの一つです。

だとえば、ス ー パ ーでりんごを買うときに、ど

んな脳の働きが必要でしょうか。買うものはりん
ごだと記憶すること、案内函を見て売り場の位置
が理解できること、店員さんに尋ねること、レジ

であ金の計算ができることなど、一見簡単にみえ
る行動でも、さまざまな脳の機能が働きあって、
はじめて可能となるのです。

言語聴覚士は、脳の機能改善だけでなく、患者
さんの気持ちゃ希望に寄り添うことを大切にしな
がらリハビリテー ジョンを進めます。

芦箆ぢコミュニケーションは l

脳卒中後の言語障害（失語症、構音障害）や聴覚
障害、ことばの発達の遅れ、発達障害、声や発音

の障害、吃音など、ことばによるコミュニケ ー ジ

ヨンの問題は多岐にわたり、小児から成人まで幅
広く現われます。

また高齢化が進む中、認知症や老人性難聴によ
るコミュニケ ー ジョン障害に加え、 「食事中にむ
せる」 「食べ物がのどにつつかえて飲み込みにく

い」など食事について不安を感じる万も多いと思
います。

ことば、聞こえ、飲み込みの問題が起きる原因
は、たとえば、
・脳梗塞、脳出血、脳腫瘍、頭部外傷
・変性疾患（バ ー キンソン病など）
・知的障害、自閉性スペクトラム症

・ロ蓋裂、先天性鼻咽腔閉鎖機能不全
・脳性麻痺
・難聴 （先天性・老人性・中耳炎などによる）
・声帯ポリ ー プ、声帯麻痺
・舌がん、喉頭がん

・吃音
・学習障害
などがあります。

言語聴覚士は、コ
ミュニケ ー ジョンや

摂食・縣下の問題の
本質や発現メカニズムを明らかにし、対処法を見

い出すため検盃・評価を行います。必要に応じて
訓練、指導、助言、その他の援助を行います。さ
らに、医師や歯科医師の指示のもと、縣下訓練や
人工内耳の調整（マッピング）なとも行います。

より多くの人をよL）健康1こ！








